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ホーム ＞ 市⺠レポーター ＞ "へっこきあねさがよめにきて” ⼈形劇公演

"へっこきあねさがよめにきて” ⼈形劇公演

9⽉末⼈形劇団「けやき座」による公演が上

ノ原団地集会所で⾏われましたので、その様

⼦を取材させていただきました

結成後30周年を記念して、佐藤座⻑ほか

皆さんの⻑年の夢であった海外公演を実現

した後、はじめての「地元公演」です

（市⺠レポ－タ－ 地産地消） 

座員は5名、仕事や⼦育てのかたわ

ら週⼀回近所の「けやき児童館」で

練習に励んでいます

バンコク公演の模様が展⽰されていま

す

約20年前まで⼀緒にやっていたという

⽅もお⾒えになり、感無量の様⼦で

した

舞台づくりは全員で、1時間くらい前

から⼿際よく進みます

30分前ではこの程度の観客でした

が・・・

開演直前には、近所の保育園児20

名を含め100名くらいに膨れ上がり、

⽴ち⾒の⼈もでました

開演前の「てあそび」

猫の話をしています

⼦供たちはすでに⼤盛り上がり！

佐藤座⻑の挨拶とナレ－ションでスタ

－ト！

いいお嫁さんなのですが、難点が1

つ・・それは、おならが⽌まらない・・・こ

れがまた⼤きい！

たまりかねた姑から、⾥に帰るように⾔

われてしまいます

⾥に帰る途中、⽌まってどうにもなら

ない船をおならの威⼒で動かしてあげ

たり・・・

たわわに実った柿をやはりおならの⾵

で⼀気に落とてあげたり・・・

おならも役に⽴つこともあります

⼈助けにもなります

・・・というわけで嫁さんは姑に戻ってく

ることを許されます

なにせおならの話ですから、⼦供たち

からおならの都度、笑いやヤジが「連

発」・・

しかし、さすが30年の年季です、アド

リブでの掛け合いも楽しい！

40分の劇もアッという間でした

嫁・姑の話にはジ－ンと来るものがあ

りました

⼈の良い⾯を評価しましょう・・という

ことでしょうか

最後にお⼈形を持っての顔⾒せ！で

す

ひときわ⼤きな拍⼿があがりました

おならの表現が難しい・・と座⻑

あまりリアルすぎても駄⽬だし・・

和楽器の「うしぶえ」がその⾳の正体

なのです

今後も、保育園・幼稚園を中⼼に⾏

っていきたいです

⼈形はすべて⼿作りです

もちネタは約10作品、気に⼊った童

話を決め、劇にまでまとめ上げるのに

約1年かけるそうです、この過程がま

た実に楽しい！ とみなさんおっしゃっ

ていました

この夏のバンコク公演の写真です。孤

児や貧困層の⼦供たちが通う施設で

おこないました

5⽇間の公演は、どこも満員だったそ

うです

⽇本語での劇でしたが、事前に⼤ま

かな話を英語でしていたので、「ウケ」

は⽇本と同じだったそうです

（掲載の写真は関係者の了解をえ

ています、けやき座の皆様のご協⼒に

感謝します）
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